





































































































































































































































































れども徂徠・南郭が輩の作（な（す所と其の趣を殊にす。初め大潮禅師が指授を得」と、釈大潮の指導を受けたこといい、また、 「而して近時又大典、能文を以て一時に聞ゆ。此の二釈、緇林に泰斗たるに論勿し。之を操觚者流に求むるも、亦得易からざるなり。而して一は則ち士新に伝え、一は則ち士新 受く」といい、大潮から明霞に伝えられ、明霞から大典に伝えられた師承関係を明らかにしている。ただ、 『大典禅師』はこ 見解に疑義を呈し、大典にとっては「 （大潮禅師の（誘掖の効果は、時間空間に通じ、士新のそれに比して 偉大なも ありと推測するに難くはない」として、大潮から直接受けた影響 方が大きいのでは いかという。
また、徂徠との関係などは石見輝彦「宇野明霞の『語辞解』について」 （ 『汲古』第五号、一九八四年五月（に手際の良い
記述があるので下に引用する。「家は運漕を業としていたため、学に志すも京都にあって祖先からの学的な素養に乏しいことから人に誹られ、三歳年下の弟士朗とともに勉励しているうちに、二十歳をすぎた頃、荻生徂徠の『文戒』を読み徂徠 私淑するに たる。明霞自身は病弱な体質であったために遠遊することができず、弟が江戸へ東遊し徂徠の門をたたくことになる 士朗も京都に帰り、宇野兄弟は書を通じて徂徠を慕い、徂徠と交遊 あり徂徠学を関西や九州方面まで広め とされる大潮禅師から 文章の添削を受けるが、やがて享保十三年に徂徠 没し、三年後の享保十六年に 宇野 朗 もが三十一歳の若さで逝去してしまう（以上『明霞先生遺稿』巻之三「奉奇物先生」題引、同巻之六「録 朗遺稿序」 、同巻之八「復田文瑟書」による（
。
その後の宇野明霞はますます部屋に籠り心を潜めて書を読み、奇士との評判を高くしていたことは、明霞四十五歳の寛保






































































ら無いのか「無」の目的語とな 動詞句を補入し、どうして 孤舟」なのか「無家」という述語と接続詞「而」 、 「有」を修飾する副詞 只 とを して、その状況を読者 提示する。
③
 「同王徵君洞庭有懷 （張謂（の第五句第六句「不用開書帙、 偏宜上酒樓 には「不用開書帙、 偏宜上酒樓【以遣客愁】 」のように補入する。服部南郭の訓点にしたがえば「用いず
　
書帙（しょちつ（を開くことを、偏（ひとえ（に宜（よろ
































































































































 動詞句の前に「欲」を補入して意志願望を明示する。 「盧溪別人」 （王昌齡（
・ 「九曲詞」 （高適（
。②動詞「謂」を補入し

















































 「長安古意」 （盧照鄰（の第十七句第十八「借問吹簫向紫煙、曾經學舞度芳年」には「借問吹簫向紫煙【之人】 、曾經學舞度芳年【者也】 」のように「之人」や「者」などを補って、その前の語句が人物を表すことを示す。服部南郭の訓点にしたがえば「借問（しゃもん（す
　
簫（しょう（を吹いて紫煙に向ふ、曾（かつ（て経（へ（て舞を学んで芳年（ほ


























































































































































































































































































































































































































































・ 「奉和嚴武軍城早秋」 （杜甫（などに見られ、 「聞王昌齡左遷龍標尉遙有此寄」 （李白（の
場合は動詞「過」 方向補語「來」を補入する。（十七（
（疑問・指示（代詞に名詞を補入し指示対象を明確化する。























































































































































































代の独特な評釈の在り方、た えば金聖歎の『杜詩解』が、本文挟注に短評と、詩の後に詳細 評釈である「解」を併記した体裁は、どちらもメタ言語を記述したものであるが、こういう体裁 らほんの一歩でターゲット言語（＝詩の本文
（
と同レベルの語句を補入するア
イデアが生まれるのではないかと考えている。そ 一歩は大変大きなハードルの一歩ではあ 、今後さらに探索してゆきたい。
（注十五（
『荻生徂徠全集』 （河出書房新社、一九七七年（第五巻『絶句解・絶句解拾遺』の解説による。
（注十六（原念斎『先哲叢談』徂徠の第十七条。（注十七（同一の「首」のなかにおいて複数の箇所の補入を不採用にしているものがあり、 【
　
】の単位で見ると、三十箇所が不採用にあたる。
（注十八
（
徂徠の訓読理念についての考察は少なくない。近年においても『 「訓読」論』 （勉誠出版、二〇〇八年
（
に収める中村春作「 「訓読」
の思想史」や田尻祐一郎「 〈訓読〉問題と古文辞学」など、訓読を否定した徂徠の学が、逆に宇野明霞の助字研究のスプリングボードになったり、その後の古典研究が訓読ではなく訳読の方向に向かいつつ、時代性を意識した古語の研究に向かったなど 論説がある。
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　【キーワード】　　
・唐詩選
　
・唐詩解頤
　
・訓読
　
・釈大典
　
・荻生徂徠
